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科目類別 中文教育コース 数学教育コース 英語教育 コー
ス
通識教育科目 必修 41 41 41
選択 6 6 6
専攻基礎科目 必修 45 43 45
専攻核心科目 必修 17 17 15
専攻深化科目 選択 19 21 21
教育実践科目 必修 27 27 27




































































































































































































児童映画芸術 (2)文字学 (1)朗誦芸術 (1)
言語学概論 (2)社会科学概論 (2)中国哲学簡
史 (2)西方哲学簡史 (2)中国文化概論 (2)







事例研究 (2)科学技術史 (2)高等数学 (2)
小学数学指導要項解読と研修 (2)































































































































































教職原論 (2)教育基礎論 (2)教育史 (2)教育心
理学 (2)発達心理学 (2)学習心理学 (2)教
育社会学 (2) 教育制度論 (2)
必修
教育方法論 (2)教育課程論 (2)道徳教育論 (2)
特別活動論 (2)総合学習の理論と実践 (2)







































初等国語Ⅱ (2)初等算数Ⅱ (2)初等社会Ⅱ (2)初等理











































近代文学演習 (2)児童文学論 (2)児童文学演習 (2)漢文学
(2)漢文学演習 (2)漢文学講読 (2)書写・書道 (2)日本語
教育 (2)日本語教育演習 (2)国語科教育法I(2)国語科教育
法Ⅱ (2)国語科教育法Ⅲ (2)国語科教育法Ⅳ (2)
選択
英語学概論 (2)英語学基礎論 (2)英語学特論I(2)英語学特





























































































































































































































































終章 理論 と実践を融合 させ た教員養成カ リキュラム と教育実習の可能性
終章においては、ショー ンの「省察的実践」の理論に依拠しつつ、理論と実践の融合をめ
ざした教員養成カリキュラムの可能性を探究することである。
第一章「日中における教員養成の現状」では、教員養成の現状を概観した。まず、教育実
習における理論と実践の乖離の現状を検討することで、教育実習の実態を明らかにした。教
育実習に生じた理論と実践の乖離の実態は三つの方面から考察した。一つ目は教育実習前
の大学の授業と教育実習の活動内容が緊密に関連していないこと。実践科目が設置された
にも関わらず、数多くの学生を対象として一斉に授業するため、丁寧に指導する時間も保証
されていない。結果としては、実践に関する授業も結局理論知のように伝達されるようにな
つた。二つ目は教育実習中に実習生が教師の身になつて教育活動を行 う機会は多くないこ
と。教育実習の現場で正式に担任の先生のように授業を行う機会が極めて少なく、見学でも
実習でも、ほとんど授業を聞く側として観察することが多かつた。三つ目は教育実習後に実
習生の感想や困惑を聞いてくれる場所や機会がないこと。教育実習を終えて、もうすぐ四年
生の後期になり、再び教育実習と授業履修する可能性がない。理論と実践の融合の必要性を
歴史的、社会的背景から考察した。改革開放からおよそ30年を歩んできた中国には、高度
経済成長を遂げたため、国民の生活や思想意識にも大きな変化が発生したことを述べた。さ
らに、これらの変化は教師教育の改革に直接的また間接的に関わることも説明した。具体的
には、家庭状況の変容と保護者からの期待、学校の要請、国家の政策制度の二つの方面から
教師の質の向上の必要性を論じた。最後に、その三つの方面からの要請に応えるために、理
論と実践を融合できる、実践力の高い教員が求められることを明らかにした。
第二章「ショー ンの省察的実践の理論における理論と実践の融合」では、ショー ンの「省
察的実践」の理論を考察した。まず、「省察的実践」の理念が登場する前に、主流となつた
「技術的合理性」の限界を考察した。目的を達成するため、科学的、体系的に整理された知
識と解決方法を運用し、問題を解決するという「技術的合理性」の概念を明らかにした。た
だし、この理論にはつねに変化し、不確定な状況に対応できない限界を示した。「技術的合
理性」の限界を検討することで、「省察的実践」の必要性を指摘した。続いて、ショーンの
提唱した「省察的実践」の理論を考察した。「省察的実践」の理論における三つの中核的な
概念 (行為の中の知、行為の中の省察、状況との対話)を考察することで、「省察的実践」
という行為の特徴を明らかにした。それと同時に、すでに整理された知識と技術を使用する
だけではなく、教師自身の経験や見地を利用し、実践の文脈で新たな知を産むために、省察
的実践家として課題を解決する方策を探究する教師像を確立した。
第二章「日中の教員養成カリキュラムの比較検討」においては、ショー ンの「省察的実践」
の概念を比較研究の視点にし、日中の教員養成カリキュラムの構成、科目内容、教育実習の
実施方法などの異同を明らかにした。海南師範大学と兵庫教育大学の教員養成カリキュラ
ムの実態を比較すると、実践知を育成する授業が少なく、実践経験から反省できる授業が不
充分などの課題を明らかになつた。さらに、教育実習の現状を比較すると、海南師範大学で
は教学技能訓練の授業が設置され、実習生の暗黙知、実践知を育成することに積極的に取り
組んでいる実態が明らかになった。それに対し、兵庫教育大学では初等実習リフレクション
科目が設置され、実習生が教育実習経験から生じた暗黙知、実践知を認識することができる
ようになっていた。これは教員として必要な省察力の育成にも繋がるものと考えられる。
「技術的合理性」のモデルは私たちが直面した複雑性、不確定性などの場面にあてはまら
ない場合がある。複雑で不確定な場面では即時に判断できるような思考方法が必要とされ
るからである。ショー ンによれば、専門家の実践には潜在的な知が存在 し、この知が常に専
門家の実践活動において機能する。つまり、実践の中にある暗黙知の存在を重視しなければ
ならない。また、次の実践活動をよりよく展開するためには、実践の中にある暗黙知を明ら
かにする必要もある。つまり、行為の中の知を省察することも不可欠である。省察を通じて
この知を取り出し、深化し、次の実践活動を導くこともできるからである。
それゆえ、ショー ンの理論は教育実習における理論と実践の融合に豊かな示唆をもたら
す。暗黙知の育成が重視され、教育実習の経験を省察できる教員養成カリキュラムの構築が
期待されるからである。そこから、理論と実践を融合した教員養成カリキュラムの理想像が
見えてくるだろう。
以上の考察を踏まえ、理論と実践を融合した教員養成カリキュラムの理想像について考
えていく。まず、教員養成カリキュラムの科日は教員に必要な教養科日以外に、実際の教育
現場に役に立つ科目が設置され、学生に興味を喚起しながら、実践力の育成と向上に寄与し
なければならない。具体的には、理論性が非常に強く、授業内容が古く、時代遅れになった
科日は消去するか、選択科日という形で残す。教育方法を教授する科目の比重を高め、重点
的に設置する。また、観察実習、教育実習の内容と時間を充実し、延長し、適時性を考慮し
て分散的に配置する必要がある。一年次からの観察実習は年に一回ではなく、出来るだけ観
察実習の機会を増やしていく。毎回の観察実習の内容を当時大学の教育内容に関連づける
ことで、大学の授業と教育実習を関連づける。実際に授業をする本実習を延長し、教育実践
を重視する教育実習内容にする。さらに、観察実習と教育実習をリフレクションできるシス
テムが整備されなければならない。毎回の観察実習後に、実習現場で発見した課題を角弔決す
る必要もある。そのためには、大学の授業で学んだ知識を実習現場に応用し改善策を考える
思考活動を促進するリフレクション授業が求められる。特に、本実習後のリフレクション授
業の実施は言うまでもなく、リフレクション授業後も教育実習に行く機会が保障され、不足
な知識を理解できるよう、再び授業を履修できる教員養成カリキュラムの構築が期待され
る。このように、再度の教育実習と授業を履修する機会が保障されるために、本実習の実施
時期を三年次から実施するか、あるいは四年次に実施し、従来の四年養成制度を五年に延長
するなどの課題を検討する必要がある。
しかしながら、理論と実践の融合を実現するには困難な点がある。一つ日は、中国は人口
が非常に多い国である。数多くの大学生が同じ大学に在籍している。これによつて、一定の
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教室の空間の中で五十、六十人の大学生が一斉に授業を受けることも少なくない。さらに、
これ以上の人数が出る場合もあるかもしれない。数多くの学生を対象として一斉に授業す
るため、設定された目標を達成することは難しい。特に、実践の性格を持つている授業は単
なる実践的な知識を伝達するだけで、受講生がこれらの知識を演習する機会が少なく、ある
としても数多くの受講生の演習を一々詳しく、丁寧に指導する時間も保証されていない。結
果としては、実践に関する授業も結局理論知のように伝達されるようになる。
二つ目は、ショー ンは、教科内容、授業時間が固定された場合には、教師は、実践の中の
省察の理論にそつて授業を進めることは事実上不可能になってしまうと指摘した1。 この指
摘は教育実習の場合にも適用できる。限られた時間と空間の中で、実習生が一人ひとりの生
徒に向き合つて省察的実践するのは難しい。人口が多い中国はもちろん、日本も同じ状況に
直面している。さらに、数多くの実習生にとつて、「省察的実践」の形成はそれぞれ個人差
があり、大学側は実習生がどの程度身に付けるのかを把握しにくい。教員になる意欲や学習
能力によつて、「省察的実践」の能力の習得も異なる。さらに、佐藤は熟達した教師が持つ
暗黙知の特徴に関して、「個性的な性格を持ち、個々の教師の個人的な経験に基礎をおいて
いる」と指摘した2。 この個人差が強い実践知によつて、実習生自身の理論と実践の融合の
あり方を異なっている。統一的なカリキュラムのもとで、理論と実践の融合がどの程度に実
現できるのかまだ判断できない。
このように、本研究は中国と日本の教員養成カリキュラムの実態と異同を明らかにして
きた。また、理論と実践の融合を目指した教員養成カリキュラムにおける教育実習の位置づ
けを明らかにしようと試みてきた。本研究で得られた成果は次の二点である。
(1)中国の通識教育科目の位置づけは日本の教養科日と同じであるが、内容的には大きな
区別があることを明らかにした。 日本の場合は主に教員としての総合能力の育成のため設
置されるのに対して、中国の通識教育科目には教員の資質能力の育成以外にマルクス主義 。
毛沢東指導のもとで、各学科の規律と本質を把握する内容も存在している。また、日本の教
養科目は中国の通識教育科目より数多く設置されて、多分野にわたつて非常に幅広い科目
が設置されることを明らかにした。さらに、教育課程及び指導法に関する理論と実践の統合
を目指す専攻核心科日と教職キャリア科目の科目設置と履修単位数から見ると、両大学問
に格差が見られ、 異なっていることが分かる。
(2)中国海南師範大学の教員養成カリキュラムにおいては、教育実習が早期化、分散化す
る傾向が見られる。学生が教師としての経験や能力を蓄積し、一年次から教師としての自覚
や感情を育み、四年にわたつて長期的に教育の現場に触れる機会が保障されることが分か
った。ただし、教員養成科目に関しては、政治教育の比重が高く、特に教育方法技能、学生
指導の科目の欠如、学校教学とのつながりが薄いなどの原因で、教育実習または将来の職場
1ドナル ド・ショーン編、柳沢昌一 。三輪建二訳『省察的実践とは何か』鳳書房、2007
勺「、 350]頁。2佐藤学『教師というアポリア 反ー省的実践へ』世織書房、2010年、189頁。
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に役立たない科目が依然としてカリキュラムの大部分に属するのが現状である。兵庫教育
大学の教員養成カリキュラムでは、教育実習が早期化、多様化する傾向が見られる。三年次
の実地実習が終わつた後に、初等実地リフレクションが実習生の実践知を振り返り、新たな
教育理念を作り出せるという目的で設置された科目は理論と実践の融合の実現に機能して
いる。ただし、三年次の初等基礎実習の前に、実習生がいままで積んだ経験や実践知を確実
に基礎実習の過程で有効に機能させているとは言えない現状がある。
しかしながら、ショー ンの「省察的実践」の理論によつて、理論と実践の融合を目指した
教員養成カリキュラムに関する比較研究、教育実習の意義と役割を中心にという研究の目
的から考えると、以下の検討が課題として残された。
一つ日は、本研究で事例とした海南師範大学についてである。中国の大学には自主権があ
るため、教員養成カリキュラムの設置は統一された基準で実施されていない。それゆえ、海
南師範大学が中国のすべての教員養成大学を代表しているとは言えない。海南師範大学の
教員養成カリキュラムが中国に典型的な教員養成カリキュラムであるとは言えないのであ
る。理論と実践の融合を目指した教員養成カリキュラムを先進的に開発 している大学の事
例を取り上げ、ショー ンの理論の観点から検討することが今後の課題となる。
二つ目は、本研究の着目点は大学における教員養成段階にあつた。それゆえ、実践力の向
上を目指した、理論と実践の往還を強める教職大学院の教員養成カリキュラムについては
検討できなかった。教職大学院が教員養成に向けて、どのようなカリキュラムを設置するの
かを考察することが今後の課題となる。
二つ目は、ショー ンの「省察的実践」には三つの核心概念がある。「行為の中の知」、「行
為の中の省察」と「状況との対話」である。本研究で考察できたのは「行為の中の知」と「行
為の中の省察」のみである。「状況との対話」を考察するためには、実習生の視点からイン
タビュー調査または教育現場の実習生の活動する様子を観察する必要がある。
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